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特典音声はこちら

https://vimeo.com/1125779556/e869fae295

１．授業の流れが教師の誘導型に
なっている。
２．子どもたちの「はーい」という
声が気にかかる。
３．「なぜ交通事故が起きると思い
ますか」という、とらえどころのない
問いをしている。
４．後半の流れが強引である。

だが同時に、向山氏は「一つだけ、まん
ざらでもない点がある」と自己評価もしている。

それは、「人間の不注意によって交通事
故が起こるのだ」という子どもたちの意見と
正面から対決したことである。

向山氏はこの授業を「20 点程度」と述
べている。皆さんなら何点をつけるであろ
うか。

３．本冊子収録の向山実物資料

本冊子には、次の資料が収録されている。

⑴向山洋一「視聴覚教育研究協議
会への中間報告」大森第四小学校、
1968 年、向山実物資料 A74-03-01
⑵向山洋一『交通事故の授業（テー
プ起こし）』東京教育技術研究所、
向山実物資料 A56-13-01
⑶向山洋一『３年の学級経営（原
稿）』1985 年、向山実物資料 A88(2)-
11-01、他

解説は、桜木泰自氏である。

1968 年 12 月 11 日、新卒教師であった
向山洋一氏は、社会科の研究授業を行った。

交通事故の授業

である。
今月は、この授業の関連資料と文字起こ

し、授業音声をお届けする。

１．京浜教育サークルの発足

新卒一年目の冬。
向山氏は、大田区に同じ新卒教師として

赴任した石黒修氏、井内幹雄氏と共に、小
さな学習会を立ち上げた。

 「京浜教育サークル」である。
その第１回目の学習会に、向山氏は自ら

テープ起こしをした社会科授業の記録を持
ち込んだ。36 ～ 43 ページに掲載されてい
る授業記録である。

向山氏が新任教師であった 1960 年代か
ら 1970 年代にかけて、日本は高度経済成
長期のただ中にあった。

自動車の急速な普及とインフラ整備の遅
れは「交通戦争」と呼ばれる程の深刻な社
会問題を生み出していた。この授業には、
こうした時代背景が色濃く反映されている。

２．向山氏による自己分析

向山氏はこの授業について、「今、読み
なおすと、いろいろと欠点が目につく」と
率直に振り返り、次の４点を挙げている。

本資料について
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 ●向山洋一「視聴覚教育研究協議会への中間報告」1968 年、向山実物資料 A74-03-01
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●向山洋一『交通事故の授業（テープ起こし）』東京教育技術研究所、向山実物資料 A56-13-01
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●向山洋一『３年の学級経営（原稿）』1985 年、向山実物資料 A88(2)-11-01



36



37

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



38



39

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



40



41

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



42



43

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



44



45

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



46



47

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業



48



49

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.25

　2025. DEC.

　
｜
　1968.12.11

　「
交
通
事
故
の
授
業
」　
新
卒
・
向
山
洋
一
の
研
究
授
業

●向山洋一「新卒大四小３年ノート」1968 年、向山実物資料 A04-01-01
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玉県内）には広大な校庭の片隅に「交通
公園」が設置されていた。交通ルールを体
験的に学ぶ場である。また、スタントマン
が車にはね跳ばされる実演つきの「交通安
全教室」が全校児童対象に校庭で行われ
たことを、今でもしっかりと私は記憶してい
る。国を挙げての「交通事故・犠牲者減少」
の取り組みが行われていたのだ。

３．羽田空港に近い大四小

授業の行われた大田区立大森第四小学
校は、羽田空港に近い、東京都の南東部
の海岸地帯にある。東京と横浜そして東海
方面を結ぶ現在の国道 15 号（第一京浜）
及び国道１号（第二京浜）の海寄り（東側）
に位置する。有名な「大森海苔」の生産
は、水質悪化を要因に 1962 年で終わって
いるが、現在でも海苔問屋は数多くある。
トラック輸送が増えてきた時代の車両が行
き交う場所にあった。大田区もまた前述の
ように「交通戦争」の舞台であったのだ。 

４．視聴覚教具の活用と社会科授業

校内社会科部会としての研究授業であり、
主題（仮）として次のようにある。

「社会科学習における話しあい活動を
効果的にするための視聴覚的教育研究
の方法」「統計図表と写真スライドが話
し合い活動に与える影響について」

解 説

１．私の「解説」の観点

本稿では次の点に言及する。 
　(1)授業のあった 1968 年の時代背景 
　(2)実践校の地理的背景 
　(3)本実践と研究テーマの関連 
　(4)新卒授業から色濃く出ている「向山

　   型社会の展開」 
　(5)交通事故に関する私の実践

２．社会問題となった「交通戦争」

本実践は向山洋一氏が大学を卒業し、新
卒教師として着任した年に行われた。1968
年の 12 月、３年生への授業である。戦後
復興の象徴である「東京オリンピック」が
行われた４年後、高度経済成長期の後半
にあたる。前年に所得倍増計画が達成され、
この年には日本の国民総生産（GNP）が、
同じく敗戦国の西ドイツを抜いた。アメリカ
に次ぐ世界第 2 位の経済大国となっていた。

戦後の日本における自動車の普及ととも
に、1955 年頃から交通事故による死亡者
数は急激に増えた。ピークである 1970 年
の交通事故死亡者数は、16,765 人であっ
た。ちなみに、当時よりも総人口も多く、
自動車の総台数もはるかに多い 2024 年の
交通事故死亡者数は 2663 人である。

向山氏の本実践があった 1968 年は、ま
さに「第一次交通戦争」と呼ばれ、社会問
題になっていたのである。

私は、1971 年に小学校に入学している
が、１・２年時に通った当時の私の学校（埼

新卒授業から時代に即した「ザ・向山型社会」だった 
桜木  泰自
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当時は「視聴覚教育」と言った。今でいう
「情報教育（ICT 活用教育）」である。テレビ、
16mm 映写機、スライド（写真）、OHP が
当時の「最先端視聴覚機器」であった。

1987 年初任の私にとっても懐かしい機
器である。なお、「統計図表」「ポスター」
といった資料も広義の「視聴覚教材」とし
て捉えていたようである。

５．初任から「ザ・向山型社会」 
  ～概念崩しと討論の授業～

本時の目標は、以下の通りである。

児童が現にもっている交通事故に対
する見方をさぐり、その交通事故観に
対して、児童自身に、自分の考えに
矛盾があることを感じる事態に追いこ
み、それを契機として思考を発展さ
せ、交通事故発生の原因が個人的な
不注意ばかりではなく、社会的原因に
よる事も多いことに気づかせていく。

実に独創的な分かりやすい目標である。
指導書を写していては書けない文章である。

私はここから「向山型社会」を感じる。「青
森のりんご」や「ペリー来航」の授業に通
じる「既成概念崩し」の授業である。「人
の不注意によって交通事故が起こる」を「り
んごの生産に気候風土があう」と置き換え
てみると分かる。人の営みは単純なもので
はない。

子どもたちに「気づかせていく」ために、
社会科の授業として各種資料を提示してい
る。そこで、見方が変わる。このあたりが
ペリー来航の授業と重なる。

また、話し合いを討論にもっていこうとす
る授業であり、その点もまさに向山型である。

この貴重な授業実践資料を、向山氏の他
の実践と重ねて検討すると、学びが深まる
と思う。

６．交通事故死者数の変化と社会の変化

最後に私の拙い実践の概略を紹介する。
社会科グラフ資料の読み取りの実践として、
４・５年生に実践したことがある。

戦後の年間交通事故死者数の変化から、
社会背景と交通事故犠牲者減少対策の歴
史を考えるものだ。

先の「第一次交通戦争」は、主に歩行
者の犠牲が多かった。そこで、特に子ども
への交通安全教育が強化された。また、歩
道橋・ガードレール等が整備された。

私が運転免許をとった昭和 50 年代末頃
は、「第二次交通戦争」と呼ばれた。ここ
では、特に若者の運転時の犠牲が多くなっ
た。そこで、「シートベルト義務化の罰則化」
等、運転時の法令が改正された。

近年の犠牲者数減少には、自動車の進
化が大いに貢献している。この点は、５年
生「自動車工業」でも「人と環境にやさし
い自動車」等で扱われている。
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